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椴法華(とどほっけ)における言語と風習-失われゆく伝統

島田武*I，橋本邦彦*l，寺田昭夫*l，塩谷 -d* 1 
-了

Endangered Dialect and Tradition in Todohokke 

Takashi SHIMADA， Kunihiko HASHIMOTO， 

Akio TERADA and Toru SHIONOY A 

(原稿受付日 平成13年5月7日 論文受理日 平成13年8月31日)

Abstract 

This article conducts an urgent survey on the Todohokke Dialect， which is considered one of the 

endangered dialects in Japan. The present study describes phonetic properties and gives a 

pr巴sentationof vocabulary and folkloristic customs in Todohokke to preserve its linguistic features 

and other precious heritage and tradition. 

keywords: Todohokke dialect， devoising， vocalization， standardization， folklore 

1 序論

今世紀中に世界の6000言語のうち半分が消滅

し、さらに次の世紀には残る言語の多くも消滅に向か

い始めるとしち予測がなされている今日、世界中で危

機に瀕した言語の緊急調査記録を行うプロジェクトが

進められている。急速な消滅の危機というのは、言語

だけではなく、その言語の下位分類である方言にもあ

てはまる。日本語の諸方言についても、マスメディア

の発達等による急速な共通語化の影響を受け、それ

ぞれの地方特有の文化を担ってきた諸方言が急速

事1 共通講座

に消滅しつつある。特に過疎化が進む地域では、消

滅の進度はさらに速いものであると予測される。方言

も地方文化の固有の遺産であり、その意味では、方

言を失うことは、伝統芸能や伝統工芸、或いは、文化

財を失うのにも等しいものである。しかしながら、その

ような認識は一般にはまだまだ浸透していないのが

現状である。

今回の調査地である椴法華村も、過疎化の進行に

加えて、急速な共通語化により、話者人口の高齢化

が進んで、いる。この事態を放置しておくと、今世紀早

々には、椴法華方言は消滅してしまうのではなし、かと

しづ危倶がある。そこで、、平成 12年 7月に、この付近

の方言を緊急に調査・記録するために研究チームを

発足させた。本稿は、その初年度の研究成果に基づ
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くものである。

平成 12年 9月と 11月の 2回にわたり、椴法華村

に赴き、聞き取り調査、及び資料収集をおこなった。

このうち第 2回目の調査は、室蘭工業大学 CRDセ

ンタープレ共同研究「道南渡島東岸部方言の緊急調

査」の助成によるものである。椴法華方言についての

先行する言語調査としては、石垣川町のものがあるが、

いずれも 20年以上前のものである。本研究では、そ

の後 20年を経た椴法華方言がどのように話されてい

るのかできる限り精密な記述を行い、更に、言語学的

及び音声学的ないろいろな角度からこの地方の方言

の分析を進めていくことを目的とする。

2 椴法華方言の音声

2. 1 音声的特徴

この節では椴法華方言の音声的特徴を記述する。

調査に協力して下さったのは椴法華村の玉村栄吾

氏、大正15年生まれ、 75歳、男性。ご両親が福井か

ら移住されてのち、椴法華村で生まれ、言語形成期

を過ごした。本調査では第一回目ということもあり、音

声の自然さを重視して自然談話を SONY社製 DAT

レコーダー TCD・D100と同社製エレクトレットコンデ、

ンサマイクロフォン ECM-MS907を用いてサンプリン

グ周波数44.1財Izで録音した。

椴法華方言は東部方言の中の北海道方言に属し

ているへ北海道の中でも札幌や旭川を中心とする都

市部の方言とは音声的特徴が異なっている。

まず母音に関する特徴としては中舌母音のm
あるいは[uiJの存在があげられる。「海jとし、う単語に

は2種類の母音があり、どちらも中舌母音で[uimiJと
発音される。中舌のCiJが現れるのに付随して共通語

の[早iJ[:.j;iJが[siJ[iiJとして発音される傾向にある。また

[eJの開口度が小さく、時に[iJもしくはmのようになる。
今後の課題としてはこれら三つの母音の分布と対立

の状況を精密に調べるということがあり、精密な音響

分析を予定している。

この二つの母音に関して、いわゆる母音の無声化

が観察された。例として「そしてJ[sositeJ、「二人J

[争時tafiJなどがある。無声化の生ずる環境は、主に無

声子音聞の狭母音であり、東京方言と同じであると思

われる。しかし北海道方言は無声化が目立たない方

言であるという研究(3)"6あるため、今後の継続的調査

が必要である。

次に子音に関しては、いわゆる「ヒJと「シ」との混同

として扱われる現象が観察される。 [cJと[c;J、または[sJ

が交替する例として「火Jが[ciJ、「人Jが[citoJと発音さ

れているものがある。ただし今回の調査では「シJが

「ヒjとして発音されているものは見あたらなかった。一

つの理由として[sJの摩擦が強いことがあげられるかも

しれない。

また北海道周辺部方言を特徴づける現象として母

音間での無声破裂音の有声化が観察される。特に歯

茎音の[tJと軟口蓋音の[kJの例が数多く観察された。

前者には「竹J カ~[ta恥]として発音される例があり、後

者には「言葉jが[ko!obaJのように発音される例が観

察される。通例母音聞で有声化された子音が有声音

で置き換わると記述される事が多いが、実際の音声

を聴いてみると、有声化された子音と本来有声の子

音は異なっている。これは有声性すなわち声帯振動

の有無の関する差異はなくなっていたとしても tense

とlaxの違いはまだ、しっかりと保持されているというこ

とであるへこのことは次に述べる入りわたりの鼻音と

の関係があり、詳細な研究が必要であると考えられ

る。

母音間での有声化と並んで、椴法華方言を特徴づ

けるものに音声特徴に入りわたり鼻音の存在がある。

入りわたり鼻音とは有声破裂音の破裂に先だって鼻

音が聞こえることをいう。 [bJ[dJ[gJがそれぞれ[mbJ[ndJ

[l]gJのように発音されることをいう。頻出するのは相づ

ちを打っときに「んだJのように発話をするときである。

決して「んjの部分を長く発話をすることなく[ndaJのよ

うに軽く鼻音を破裂音に添えるようにして発音される。

ただし語葉によってはそれほど顕著で、無い、もしくは

観察されない場合も多い。これが協力者固有の特徴

なのか、椴法華方言全般に言えることなのか明確な

答がまだ出ていない。詳しくは今後の調査を待たね

ばならない。

そのほか鼻音に関しては長音と交替している例が

ある。「蒙古Jを「モンコJ[moIJkoJ、「平等」を「ピョーン

ドJ[句o"doJと発音することがある。

以上の音声特徴を見てくると椴法華方言には北海

道周辺部方言の特徴がよく保存されていることがわか

る。これらは札幌等の都市部方言ではすでに失われ

てしまった特徴で、あり、若年層の音声特徴が都市部

方言化つまり共通語化している現在、本稿およびそ

の基になった音声データは非常に貴重であると言え

る。

目を北海道の外に向けると椴法華方言の音声特

徴は北奥羽地方と共通性があることがわかる(九これ

は北海道に移住した先達の多くが奥羽から来たとし、

うことによる。したがってこれからの課題として椴法華

方言と北奥羽方言との対照研究が課題となる。
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2.2 談話テキスト

以下で、第 1回調査で記録された談話テキスト

を掲載する。内容は、主に、子供の頃の遊びに関

するもので、約 70分のCD録音の前半部分をカ

ナ表記し、標準口語訳を付した。橋本が最初に音

声資料を基にカナ起しし訳したものを、自身道南

方言の話し手でもある寺田(七飯町出身)がチェ

ックし修正した。カナ表記はあくまで聴覚印象に

よったので、付録(Appendix)に挙げた IPA音

声記号による厳密な音声表示との間に異同が見出

せる。

椴法華村第 1四方言調査談話記録:カタカナ表記

と標準口語訳 1)

01タケデアソゴノナ タゲカッ ヒトノエノ

それで、あそこのね竹かっ 他人の家の

マエデノ タケカッパラッテクルンダカラノ

前でね 竹を盗んでくるんですからね

02デ ツカマエタラ

それで捕まえたら

ベサ

でしょう

03ソイデモホラ カオミパ チンサナワラス

それで、も ほら顔を見れば小さな子供なん

ホレ スグワガノレ

ほら すぐにわかる

ンドダパ ソーインタモンデ

だから そういうことだから

モントルナッテ

ものは取るんじゃないよって

04ソノヨーニシテネ アノ イロイロト

そんなふうにしてねあの色々と

ヤッパリノ シドーシテクレタモンダヨ

やっぱりね 指導してくれたもんですよ

05ウミサハイノレドギモ ソノトーリ ネ イチニ

海に入るときにも その通りでね一、二

ホレホカノ

ほら他の

サンデモッテ

三でもって

ッテノ

って ね

ノ ウミノカミサマタッテケレ

ね海の神様、立ってください

06ソシテ ホレオシッコスルノニ ウミサム

そして ほら おしっこをするのに海に向

ガワネデオガサムガッテ

かないで陸に向かつて

ンダ

す

07ウミノカミサマタッテケレッテ

海の神様、立ってくださいって

ションベンシタモ

小便をしたもので

08マズィセ ダカラ イマユー

それで だから今言われているような

ワレワレノイマノコトパデユエパ ソノ モノ

私たちの今の言葉で言えば そのもの

ダイジニスルノ シゼンヲイゼン

大事にする ね自然を 依然として

ソシテ ダイジニシテキタ ソノコトパモ

そして大事にしてきた その言葉も

ダンダン ナグナッテシマッタワグテコトサ

だんだん なくなってしまったという訳ですよ

09ウウワワーン ワミノカミサマタッテケレッテ

ううううーん 海の神様、立ってくださいって

10タッテケレッテ マー ウミサハイツテデ

立ってくださいって まあ海に入ってからで

モ ワレワレションペンスルカラ オシッコ

も私たちは小便をするから おしっこを

スノレカラ ネ マ ワレワレノコトパデユエパ

するから ねま私たちの言葉で言えば

マ ユルシテケレッテユ}イミナンダベシ

ま 許してくださいっていう意味なんでしょう

ノ

ね

11マーソシテ ナゲパネヨグネアノ

まあそれから泣けばねよくねあの

ナゲパヤマカラモンコクルドッテ

泣けば山からモンコが来るよって

12モンコクルドッテ ヨグイワレダモンダ

モンコが来るといって よく言われたものです

13オパゲノモンコダモノヤラ オレダカイセツ

お化けのモンコなものなのか 私が解説を

シテミタパアイニアレノ アレアレ

してみた場合に あれねあれあれ

ナンデ ユッテタダカ

どうして(モンコと)言ってたんだか

アノジダイニモーコガセメテキテノ

あの時代に蒙古が攻めてきてね

14モンコトモーコヲ イッショニシテイル シテ

モンコと蒙古とを一緒にしている して

ノレモノヤラネ

いるものなのかね

15モーホトッンド モーソーユーコトパモナグ

もうほとんど もうそういう言葉もなく

ナッタシネ

なったしね

16ンダ ナゲパヤマカラモーコクノレゾッテ

そうだ 泣けば山から蒙古が来るぞ、って

17オー ズイブンハヤイネ

戸

h
u

門

i
句

l
ム
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おう ずいぶん早いね

18ヨースミテパ ヨニンモクレパオメエ

様子を見るたって四人もくれば あなた

タガシノダイクサ

たがし{固有名調)の大工さんでも

ユルグ、ネィベヤ

大変だよ

19ゴクローサン ゴクローサン

ごくろうさん ごくろうさん

20ソンダ ソンダ ウミサムガワネデネ

そうだそうだ海に向かわないで、ね

21ムガウドキワ

(海に)向かうときには

ユードキワ アノ

言うときは あの

シゴ、ニンシテ アノアイダシゴニンシテ ノ

四五人して あのあれだ四五人して ね

ウーミノカミサマタッテケレッテ ノ

海の神様、立ってくださいって ね

22ソイデ ミンナコッチャムイデ コンドウミサ

それでみんなこっちを向いて 今度海に入る

ハイルニ ミンナションペンスルワケ ヤヤ

ときに みんな小便をするわけですやや

コッチャムイデ

こっちを向いて

23ソイデ ミンナイッセイニハイルハイル

それでみんなで一斉に入るんだ入るんだ

24ノ チャッコイドキニ ヒトリヒトリッテ

ね小さいときに 一人一人で

ハインネガッタナー

入らなかったなあ

25ホトッンドガキドモ フタリサンニンシテ

ほとんど 子供たちは二人三人して

ゴニンクライシテ

五人くらいして

タモンダ

たもんです

26ヒトリウミッテワネ

ホトッンド ウミサハイツ

ほとんど 海に入っ

オイダチワ

一人で海に入るというのはね 私たちは

ヨゲーネガッタナー

あまりしなかったなあ

27ワミサハイツテオレイマユー

海に入って 私が今言っているように

オヨグノッテナ

泳ぐんですね

28オヨグモナンダケド ガンゼデモ

泳ぐのもなんだけれど パフンウニでも

ナンデモノ ニメーターサンメーター

なんでもね 二メートル、三メートルも

イゲパ アノレンダー

もぐれば あるんですよ

29ンデホレ ミンナーシテ ミンナーシテ

みんなでそれでほら みんなで

ホレキョーリョクシアッテデオガマワリ

ほら協力し合って で陸担当とい

ッテアノーホレマーコーユエパ マネ

ってあのほら まあこんな風にはまね

ユエナイケド

言えないんだけれど

コレナンテンダ

これを何と言うんだ

ショッコノコド

ショッコのことを

ショニマシダ

小児麻庫だ

イマデユエパ ホレ

今言うとすればほら

ホレアノーカーサン

ほらあのー母さん

ナンチュンダ アレパ

なんて言うんだ あれは

30ショニマシノシトダチワ ホレオヨゲネー

小児麻庫の人たちは ほら泳げない

ワケダベシ

わけで、しよう

31ソーユーノワ オガマワリッテノ

そういう人たちは 陸担当って言ってね

32アノ} オガノホ} シータクノニ ホレ

あのー陸の方で 火をたくのにほら

シータクノニ ノ ミセノノナノカゴダトカ

火をたくのに ね j百のウニを入れる龍だとか

ソーユーモノヲ コーモッテキテ ソイデ

そんなものを こう持って来てそして

シータクスタンパイスルワケヨー

火をたくスタンパイをするわけですよ

ねワダインダチニワ ワラサンド

私たちみたいな (わんぱくな)子供たちは

オキサデテ マー ナマラニズップンモハイ

沖に出て まあいいだけ二十分も入ってい

レパネ コー タルサシトツ ガンゼトルンダ

ればねこう樽に一つ ウニを取るんだ

34ガンゼ トノレワケダベシー ノ

ウニを 取るわけなんですよ ね

35ソイデ コンドマズトッテモッテクルデショ
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そして今度 まず取って持ってくるでしょ

ホレ マノレイシノオヤジトガ

ほら まるいし(固有名詞)のおやじとか

ショッコトカ ダトカ オヨゲネーカ

小児麻庫の子供とか だとかは泳げないか

ラ オガマワリシテ シータイテ タイテ

ら 陸担当になって火をたいて たいて

マッテルベサ
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待っているんですよ

36シテ ワケノレドギモ コレデオッキーカ

そして分けるときにも これで大きい方か

ラ オカマワリモシトッツ オヨデオキサイ

ら陸担当の者にも一つ 泳いで沖に行

ッテキタシトニモシトッツ ダカラ ホンット

って来た人にも一つ だから本当

ニソノ イジメモネカッタシノ ソデ

に そのいじめもなかったしねそれで

アイダベサ

あれでしょ

37ホントーニ

本当に

マ ズノレイワラサンドダパ アス

ま わんぱくな子供たちが集

パック ダカラ ホントニイイセカイダッタ

まった だから 本当にいい世界だ、った

38イマ シンブンミレパネ

今 新聞を見ればね

39イヤ コノヘワ ホトンド ガンゼデネーガ

いや この辺ではほとんどガンゼでなし、か

ミナミカヤベデモ

南茅部でも

40エサンノホーデモ ホトンドガンゼダヨ

恵山の方でも ほとんどガンゼだよ

41ガンゼダノ ノーナッテンダヨ ノ

ガンゼだね ノナって言うんだよ ね

42ノナテノワ アレアノガンゼ、ノコト

ノナって言うのはあれあのガンゼのこと

パフンチューテナ

パフンウニと言ってね

43ソイカラ ノナノコトヲ オイチヨット ノナ

それから ノナのことをおいちょっと ノナ

ノコトヲ

のことを

ナンチューユ

なんて言うんだ

44ムラサキウニノナウーン シラ

ムラサキウニ ノナ うーん(奥さんに)知ら

セテアッタンダプ

せてあったんだよ

45デオガマワリモオキサユグシトモオナジ

で陸担当の者も沖へ行く人も 同じ

サ

さ

46キョーンドニワゲデ ノ ピヨードニ

共同に(みんなで)分けてね平等に

オッキホガラ ピョーンドニ

大きい方から 平等に

47ソイカラ ヤマサイッテ スギノキサノボルン

それから 山へ行って 杉の木に登るん

ダスギノキサノ

だ杉の木に ね

48ソイデ ブンドノアカダマーハオガッテン

それで 山ぶどうの赤い実が なっているん

ダヨ ノ ブンドノアカダマッテ アンタガタ

だよ ね山ぶどうの赤い実って あなた方に

ユッテモワカネケド ウンダヤ

言っても わからないだろうけれど 熟れたや

ツ ウンダヤツ

つ熟れたやっ

49スギノテッベンサ ノ ソシタラ コー

杉の木のてっぺんに ねそうしたら こうい

シトダチ ホレワカルベシ ノボレネー

う人たちは ほら わかるでしょ 登れない

ベシ

でしょ

50ソイッカラズレーワラサンド ホラ

それから 元気のいい子供たちが ほら

オドシテヨゴスベサ

落としてよこすでしょ

51ソヤ テキラーカ コンドシタニイデホレ

それで、相手方が 今度は下にいて ほら

シロイカダサデソノ ワゲルドキニモ

拾う役目だよ それでその 分けるときにも

ノツライイノガラ コヤッテ

ね見てくれのいいものから こうやって

ミンナ ダカラホンットニノ オラダノ

みんなでだから本当にね 私たちには

イジメーテユコトパモ シラナガッターシサ

いじめっていう言葉も 知らなかったしさ

52マズィセデソノシトタヂコンドシャツ

それで、 でその人たちが今度 社会に

カイニデダドキ ノ ソンカイギインシタリ

出たときに ね村会議員になったり

ナンセエラクナッテモネエマズィサ

なんせえらくなっても ねえまずね

ヨグイッタモンダ ヤ ツギサンダパ

よく言ったものです ゃあ つぎさん(固有名

詞)

ズノレイワラサンドデアッタケド マ ズィンプ

わんぱくな子供だったけれど ま ずいぶ

ンオラダヂ メンドミタモンダデ

ん私達のことを 面倒みてくれたもんだ、って

オレダデモ ナンモソノ メンドーミルトカ

私たちも 何もその (意識的に)面倒を見

ソーユーンデネ}ノセ

てあげようとか そういうんじゃないんで、すよ

円

i
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53シゼ、ンダノセ ノ ワレワレノパーイワ マン

自然なんだよね私たちの場合は まず

ズユワセパサ

言わせてみればね

54ウンダ リグツダベサ スギノキテーノワ

そうだ 当たり前でしょう 杉の木というのは

ノ ザツノキヨリモ コー タカクナッテンダ

ね雑木よりも こう 高くなってるんで

ヨノ

すよね

55ソー ホレウエサホレ ツラ

それでほら上に ほら(ぶどうの)つる

ノボッテ アレスレパ

が(成長して)上に育っていく あれをすれば

オシサマノアタリガイイカラ ハヤグ ホレ

日当たりがしw、から 早くにほら

アノウムワゲヤンセ ノ

あの熟すわけなんですよ ね

56ソレヲイヂイヂホレアレシテミテ

それをいちいち ほら あれをしてみて

コンドウエガラオドスホーセパ シタニ

今度 上から落とす そうすれば下に

イデホレノ プンドトリニイッテ

いて ほら ね山ぶどうを採りにいって

ホレ シロイカタハー ワラサンドイデ ソー

ほら拾う係の方は 子供たちがいてそう

ユーシトタチ チャント ダンタイアルモン

いう人たちは ちゃんと グループがあるもん

ダンダ

なんだ

57マーズィ オラノオポエデルハンイデワ アノ

まず 私の覚えている範囲では あの

アイダオレチャッコイドギ ヨーグマダ

あれだ私が小さい頃 よく また

オラノオドートイモートダヂモ ホラ ナゲパ

私の弟や妹たちも ほら泣けば

ヤマガラモーコクルゾテ

山から蒙古が来るぞ、って

58マー ソレカ ワダチャッコイドギニ ウミサ

まあそれか私が小さいときに 海に

ハイルドギ ウミノカミサマタッテケレッテ

入るときに 海の神様、立ってくださいって

ソーユーアレ ネーナア

そういう あれは ないですねえ

59タッテケレッテ ウンダソレホレ

立ってくださいってそうだそれほら

イマユー ノ オドナデカンガエラレネー

一-=~ 
弓}百つ ね大人では考えられないねえ

ソーユーアレガアルンダベシネ

そういうあれがあるんでしょうね

シツレーニアダルトガ ノ シタ

失礼にあたるとか ねだ

ヤッパリ

やっぱり

60ネマー

ねまあ

カラ カミサマガネ ションベンカケノレテパー

から神様にね 小便をかけるって言えば

テノ ソーユーマイマノコドパデユエパ

ね そういう ま今の言葉でいうなら

コレ ナンチュンダカノ

これを なんていうのかね

61デシトリシトリワ ワタシモヨ

でひとりひとりでは私もね

ヤッパリ

やっぱり

アノ ヨゲイウミサハイツタタメシネーノ

あの あんまり海に入ったためしはないで、すね

62タイゲイモ フタリサンニンゴ、ニンシテネ

たいがい 二人、三人、五人でね

63ママンズィ ナーニヤルニモ ミンナダナ

ままず 何をするにも みんなだね

64ワリィゴトスノレニモ ヤッパ ミンナサ

悪いことをするのも やっぱり みんなでさ

談話テキストに登場する注意すべき方言語葉

を、語葉、テキスト番号、品詞、意味の順で列記

する。

方言語葉集:

アカダマ (48) [名詞]赤い実

アスバル(3 7) [動詞]集まる

ウム (48，55) [動詞]熟する

オイダチ(2 6) [代名詞]わたしたち

オガル (48) [動詞]育つ、成長する

オラダノ、オラダチ (51，52) [代名詞]わ

たしたち

ガキドモ(2 5) [名詞]子供たち

ガンゼ (28， 33， 34， 39，40，41，

4 2) 

[名詞]パフンウニ

ケレ (05，07，09， 10，58，59)[助

動詞]

~してください

シヨツコ (29) [名詞]小児麻庫

チャッコイ (24) [形容調]小さい

ツラ (51，55) [名詞]顔、見てくれ、ぶど

うのつる

ナマラ(3 3) [副詞]いいだけ、~くらい

ノナ (32， 41，42，43， 44) [名詞]

。。
門
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i
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ムラサキウニ

ブンド (48， 52)[名詞]山ぶどう

ベサ、ベシ (02，10，30，34，35，

36，49，50，54) [助詞]~でしょう

マズィセ、マズィサ (08， 52) [談話標識]

まず、それで

ユルグ、ナイ(1 8) [形容詞]大変な

ヨゲー (26，61) [副詞] (1ネー」などの否

定辞とともに)あまり~ない

リグツ(5 4) [名詞]当たり前

ワラサンド (03，33，37，50，52，5

6) [名詞]子供たち 2) 

c f .ワラス:子f共

ワインダチ(3 3) [代名詞]わたしたち

3 子供の生活誌

第2節の談話には、昭和初期の村の子供たちの

遊びの様子が描き出されている。それは、主に、

三つのトピックに分けることができる。

3. 1 海で用を足す時の風習 (05"""'-'10、58

"""'-' 6 2) 

子供たちが海で小便をする際に「ウミノカミサ

マタッテケレ(海の神様、立ってください)Jと

言う習慣があったことが、報告されている。なぜ、

「タッテケレj なのか、玉村氏は「ユルシテケレ

(ゆるしてください)J(10) という意味ではな

いかと解説している。海の神様に起立を求めるの

は、小便をかけるとトンツレーニアタル(失礼に

あたる)J (60) から、立ってもらうことでそれ

が回避できるという考えからなのだろうか。海の

神様は、常態では、座していると信じられている

のだろうか。放尿の方向が海(沖)ではなく陸地

に向かつてであるのも、海の神様に対する儀礼の

現われであるように思われる。

椴法華村の基幹産業が漁業であり、津軽海峡

を「塩のJ11 Jと呼ぶほどに海からの恩恵を受けて
いる人々の織れを避けようとする心情が、子供た

ちの習俗の形になっているのかもしれない。同時

に、「ヒトリウミ(一人で海に入る)J(26) こ

とをせず、「フタリサンニンシテ、ゴニンクライ

シテ(二人三人で五人くらいで)J (25)入ると

ころに、海に対する恐れの念があるのだろう(別

の談話では、「アカシャク(船に入った水を掻き

出すために用いるひしゃく)Jをめぐる怪異談が

出てくる)。いずれにしても、似たような習俗が、

179 

渡島海岸部の他の地域や津軽・下北周辺にあるの

か調査する必要がある。

3.2 脅し文句としての「モンコJのこと (11 

'"'-' 1 6、57) 

だだをこねて泣いたときに大人の口から出る決

まり文句に「ナケパヤマカラモンコクルゾ(泣け

ば山からモンコが来るぞ)Jというものがある。

これには、言うことを聞かずに泣きわめく子供を

黙らせる脅しの機能があったようだ。玉村氏は、

お化けのような何か恐ろしい存在として子供時代

に「モンコ」を理解していたが、後年、それが実

は、「モーコ(蒙古、モンゴ、/レ)Jのことではない

かと解釈し直している。興味深いことに、私の父

親(橋本忠司、 76歳)も幼い頃、祖母から「そ

んな風にいつまでも泣いていると、モーコが来て

連れて行かれてしまうよ」と論されたと回想して

いる。父親も、後年、「モーコj が蒙古であるこ

とに思い到ったそうである。父親は、大正 14年

生まれで、富山県で、育った。一方、玉村氏は大正

1 5年生まれで、親の代に福井県から移住してき

た。村の人口の 3割は、ルーツを福井県にもち、

石川県、新潟県がそれぞれ 1割を占めている。

蒙古の襲来は、 1274年の文永の役と 128

1年の弘安の役の二度にわたって起こった。博多

湾を襲ったフピライの軍隊は、当時の日本人に強

烈な印象を与えたことは想像に難くない。 700

年近くの時代を超えて民衆の間で伝承されてい

き、その正体の特定も忘れ去られたまま、異形の

恐怖の記号に変質して、手に負えない子供を脅す

呪文になったと考えられる。因みに、私の大学院

時代(昭和 53~56 年)、ハンガリー出身の留

学生クタッシュ氏から、幼い頃祖母に「早く泣き

やまないと、モンゴ、ノレに連れていかれるよj と言

われたという思いで話を聞いたことがある。モン

ゴ、ノレ軍がハンガリーに侵攻してきたのも 13世紀

である。

ただ、疑問が残るのは、なぜモンコは海からで

はなく、山から来るのだろうか (11)。周囲三

方を山に固まれて、交通を専ら海に頼らなければ

ならなかった村人にとって、海は開けた所、山は

閉じた不気味な所との意識があったのだろうか。
3 ) 

3.3 遊びのノレール (27"-'56、63，64)

遊びには、海遊びと山遊びがある。どちらも集

団での行動で、役割分担と分け前の公平さという
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特徴が見られる。特に注目したいのは、「ショッ

コ(小児麻嘩)J (29) に代表される身体の不自

由な子供の扱いである。この子供たちを fズルイ

ワラサンド(わんぱくな子供たち)Jのグループ

に属する子供たちが排除したり差別したりするの

ではなく、相補し、合う関係で、遊びが成立してい

るのである。

分配の仕方も、ウニであれば大きいものから、

ぶどうであれば「ツラノイイJものから、一つず

つ公平に行われる (36， 51)。しかも、弱者

の面倒を見てあげようと意識的になされるのでは

なく、自然になされる行動なのである (52， 5 

3 )。これは村落共同体の相互互助が、子供の行

動様式に反映しているせいなのかもしれない。以

上のような役割分担をまとめると表 1のようにな

る。

表 1 遊びにおける役割分担

海遊び 山あそび

ズ、ノレイワラ 沖に泳いで、いって 木に登りぶどう

サンド ウニを採る を採る

ショッコ 陸で火をたいて準 木の下で落と

をする したぶどうを

集める

この談話テキストで語られた子供の生活誌の三つ

の事柄は、現在では完全に失われている。同席した

三十代の教育委員の男性も、初めて聞く話ばかりで、

自分たちの子供時代にはない習慣だと述べていた。

したがって、戦前の村の子供の日常の姿を伝える貴

重な証言であると同時に、民俗学上の一級の資料で

もあろう。第二回目の調査(平成12年11月30日"'-'1

2月2日実施)で、同年齢の女性からも子供の頃の思

い出を語ってもらっているので、今後、男と女の遊び

の習慣等について比較をする作業を通して、一層面

白い事実が明らかになるだろう。また、「落ちりんごJと

呼ばれる青森県出身の女性が四割としづ高い割合で

村に嫁いでいるくらい海峡を隔てた対岸の地域と関

係が深いので、隣接する南茅部、恵山、戸井はもちろ

んとして、津軽、下北にも類似の習俗や遊びがあった

かどうか調査する必要がある。

4 まとめと今後の展望

- 180 

本稿では椴法華方言の第一回目の報告を行っ

た。まず音声的特徴を記述し、その後談話テキストを

仮名によって表記したO その結果椴法華方言に特徴

的な音声として中舌母音、無声子音の有声化、入り

わたり鼻音、「ひJと「し」の交替が明らかとなった。今

後の目標としてはさらに詳細な分析を行い、分布と対

立を明らかにすることがある。また北海道外に目を向

け、他方言との対照研究も行う必要がある。

また今回は自然談話のみを記録したが今後は語

葉調査も平行して行っていかなければならないと考え

ている。そのほか世代間の発音、語葉の変化や文レ

ベノレのプロソディーに関する調査も重要である。

また本稿では興味深い風習も取り上げることができ

た。調査協力者の子供時代における遊びゃ海での

用の足し方、遊び仲間内での役割分担など今はもう

失われてしまった習慣が生々しく語られている。これ

らは皆往事の椴法華を知るための貴重な資料とな

る。これからはさらに様々な事実を掘り起こし記録して

いかなければならないと考えている。特に時間が余り

残されていないことが重大な問題である。高齢化は急

速に進んでいる。風習も言葉も若年層とは断絶があ

り、受け継がれていない。話者がし、なくなれば貴重な

風習も言葉も一度に失われてしまい元には戻せな

い。迅速な調査と記録が急務である。
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注

1) 談話記録を書くにあたって、北海道開拓記念

館の丹治輝一氏から貴重なご指摘をいただい

た。感謝申し上げたい。丹治氏は、出身が渡

島半島の松前町で(昭和 20年生まれ)、高校

卒まで当地で過ごされたとのことである。な

お、氏は、ご自身の方言の知識と言語的直感

で訂正されたと思われるので、必ずしも、指
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摘された箇所のすべてが実際の音声データと

合致するわけではない。明らかな異同のある

場合は、音声データの音の方を優先させた。

もちろん、誤り、不適切な点があるとすれば、

すべて筆者のみの責任である。

2) rワラサンド」は丹治氏によると全部「ワラシ
ャンドJに訂正されていたが、玉村氏の発音

では、確かに、前者の音であった。方言差が

発音の面であるのかもしれない。

3) rモンコ」について、丹治氏は次のような意見
を寄せてくれている。「東北地方では『モツコ』

は『おそろしいもの』、『おばけ』をさす方言

であったらしく、蒙古襲来に結び付ける解釈

にはさらに吟味が必要で、あると思います。北

方史の研究者のなかには、文永、弘安の役で

はなく、一般にはあまり知られていない『北

からの蒙古襲来~ (元朝のサハリン侵攻)と結

び付ける解釈もあるようです。Jrサノ¥リン侵
攻j 説については、中村(1992)r r北からの蒙

古襲来j 小論一元朝のサハリン侵攻をめぐっ

て 」史朋 25号 ppl-9を挙げておられる。

お化けを指す「モンコ、モッコJが先にあっ

て、後に蒙古を取りこんでいったのか、本論

で述べたように「蒙古Jの意味が一般化して

お化けを指すように到ったのかは、丹治氏の

意見のように、現段階では結論づけることは

できない。なお、北海道新聞 2001年7月

2 5 日『魚眼図~ rモツコがくる」で小野寺彰
氏(北海道大学教授)は、青森県津軽半島十

三湖付近の生まれの祖母が夜になって寝ない

悪い子のところには、山からモツコが来ると

いう「怖い話」をしてくれたという幼い頃の

思い出を書いている。小野寺氏は fモッコj

は「蒙古j であり、「蒙古襲来の折り、神風で

津軽に流れ着いた兵の話が長い間言い伝えら

れたと想像される。」と解説している。
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Appendix 

01 tal$ede soide aSl¥Ikonona ta恥kat'cjtono jeno mae 

deteno tal$e kap寸parat可tektuniindal$ara no 

02 dze ts吋kam利arahore sui1)uIllIal$anubesa 

03 jo soedemo horejo kao rriiba tsi:sana uIarasando 

dal$ara daba so:indamo"de hore hol$anomon 

tor凶n吋ofte

04 sonojo:ni sït~n~ anoiroiroto jap 'parino 

sido:sitek凶re!amond吋o

05 uirriisa hairuitokida!e sonoto:勾o ne・itsiriisan

demot 'te no ui:rriino karriisama tat 'tekeret 'te no 

06 sosite hore osik可ko smruinorii uirriisa 

muil$auIanede okasa muil$at 'te阜offibeNsjtamonda 

07 ui:rriino karriisama tat 'tekere te 

08 maiise dal$ara ・im吋ui: uIare同areno 目imano

ko!obade juieba sono mono daidiiriisuirui no 

sizeNuIo ・izeN sosJte daidiiriisitekita sono 

kotobamo dandaN nakuinafte simaftate kotosa 

09 ui:rriino karriisama tat、tekerete 

10 tat、tekere te uirriisa håiftet~mo upre可are

coffibeNsuiruikara os'立寸kosuiruikara ne ma 

uI are可areno kotobade jufeba ma 

juiruisitekeret 'te jui:・irriinandabesi no 

11 ma: sosite nal$eba jol$uIn宅anonal$eba jamakara 

m01)ko kuirUIdot 'te 

12 m01)ko kmrUIdofte jol$ui i司are!a

13 oba~eno m01)kodamonojara oreda 

kåise!~ùisitaba;irii areno are nan!e jUIt 'tetadaka 

mo:koga seme!ekiteno 

14m  0 1) k 0 t 0 m 0 : k 0 0 i c ， c 0 n i s i~ t e i r ui 

siteiruimon吋arane

15 mo: hoCtondo mo: so:jtii: kotobamo 

nakuinat 'tasine 

16 nda nal$eba jamakara mo:ko kuiruizofte 

17 0: dzuiibuIN hajaine 

18 jo:sui rriiteba joriim寸mokuireba ome: tagasino 

(tamamuirano?) daikuisademo jUIruiguIneibeja 

19 gokuIro:saN gokuIro:saN 

20 so:da so:da uirriisa mUIk号uyanedene

21 mUIl$aui!ok'juIa jUI:!o]Si珂aano sigoriinsite ano 
aida sigoriinsite no m:rriino karriisama tat 'tekere 

te no 

22 soide rriin寸nakot 'tca muiite kondo凶凶isahairUIrii 

rriin 'na coffibensuIruiural$e j吋akot寸tcam世話e

23 soide is 'seirii hairuI hairUI 

24 no tcak 'ko社o]Si citofi citofit 'te hain 'nel$at 'tana: 



島田武，橋本邦彦，寺田昭夫，塩谷亨

25 ho!on¥jo gal{idomo ctlijtarI san'n・insV~

goriinkliiraisite hoftondo lii凶isaha:it 'tamonda 

26 citori liiniit可teulaneo'i!asgi叫ajo:1$e ne1$at 'tana: 

27 liiniisa ha:it寸teore・im勾lii:ojoI]liinoftena 

28 ojoI]liimo nandakedo ga"dzedemo nandemo no 

riime:ta sam 'me:ta 'ikeba arliinda: 

29 "de hore凶ina:s，ite凶ina:s，itehore kjo:rjokliisiafte 

de o1$amaularite ano: hore ma: ko:jliieba mane 

jliiena:ikedo・imadej凶ebahore kore nantenda 

hore ano: ka:saN平ok'kono kono ko!o nant信託inda

areba c;oriimasida 

30 c;onima凶no s!to!atsIula hore ojogene: 

同a1$edabes号

31 soリlii:nourao1$amaularit 'teno 

32 ano: okanoho: si:takliinorii hore si:taktunorii no 

niiseno banano kaI]odato1$a so:jlii:mono叫oko: 

mofte同teso'ide c;'i:ta1$ili sliitamba:i sliir凶叫a1$吋0:

33 urada:i!asgideula町arasa"doulaokisa de!e ma: 

namara riizliipliim吋mo ha:irebane: ko: tarliisa 

(*ots凶:galldze torliinda 

34 ga"dze torliiula1$edabesi: no 

35 soide ko"do mazlii tot寸temot寸tekliirliidec;o hore 

marliiisino吋al1dii!o1$ac;ok寸ko!atsi吋oI]ene:kara

o1$amaularisite cii:t拘eta:i!e mafterliibesa 

36 sIte ula1$erlii!o1$'imo korede ok'ki:ho:kara 

oたamaulafimo ciitot 'tslii 吋ode okisa 'it't号cita

sitoriimo sitoftlii dakara honfto:rii sono 'iiimemo 

nekat 'tasino sode a:idabesa 

37 honto:rii ma zlurliu "ularasa"dodaba asliibafta 

dakara hontorii 'i:seka:idafta 

38 'ima simbliim寸niirebane

39 'ija konoheeula ho!ondo gal1dzede ne:恥

凶ina出ik吋abedemo

40 esan 'no ho:demo hotondo gal1dzedajo 

41 ga"dzedano no:naftendajo no 

42 nonat寸teno叫aare ano ga"dzeno 1$0!0 ba和.IN

tc;lii:tena 

43 soikara nonano kotoulo oi tc;ofto nonano 1$otoulo 

nantc;liijlii: 

44 ml曲i

4付5d配e01$恥ama創U{戸凶d必imook同!s臼ajl泊i泊I主凶S!tωomoonadiiおsa

46 旬o:ndon'i u{alse!eno bjo:dorii ok 'kiho:kara 

旬。:l1dorii

47 soikar吋ama~a'ifte sliirjinokisa noborliinda no 

sliirjinokisa no 

48 soide bliindonono a1$adama:ha oI]at寸tendajono 

bliindono a1sadamat 'te antaI]atariI jliit寸temo

ulalsan 'nek 'kedo liìndaja~liì liindaja!~lii 

49 s泊りinotep 'pensa no sa:l!ore k吋liiciita:tcii hore 
ula1$arliibese noborene仇 se

50 so'・ik'kara dzliire: urarasalldo hora o!osite 

jo1$osliibesa 

51 s吋atekira:ka ko"do sita丘町ehore siroilsat出 ade 

sono ura1$erliせolSimono tsliirano 'i:nokara k吋a!e
出in'na dalsara hon 'to:rii oradano 'illdiimetejlii: 

kotobamo siranaka't'tasisa 

52 madii~e de sono sitotatsi ko"do c;aka:irii 

detatokino sOI]ka:igiin s，itari nanse era1$liinat 'temo 

ne: ma"diisa jolsliiiftamonda ja tsliigisandaba 

dzliirliii ularasandode at 'takedo ma dzliiil1blii 

ora!aSi mピ'do' nii!amonda!e uladamo nam 'mo 

sono mendo:niirliitoka soil1de ne:nosa 

53 sizendanoseno ulareulareno ba:iula mal1dii 

jlii叫aseb出a

54 "da "da l1da ri1$liits凶dabesesliirjino kliiitenoula 

no dzaぬliino同orimoko: ta1$a1$liinat 'tend吋ono 

55 so: hore liiesa hore tsliira: (くtsliirliiula?)nobofte 

ociisamano atafiI]a百karah吋aミliihore ano liimlii 
urak吋anseno 

56 soreo 'i!~i坂i hore are site凶itるkondoliiekara 

otosliiho:seba sitarii 'ite hore no blii"do ton寸rii

'it 'te hore sitarii 'i!e hore ciiroilsa!aha: urarasalldo 

'i!e s吋liiciなo!a!Otc;anto danta:i arliimondanda 

57 ma:dii orano obo!eirlii haNideula ano a:ida ore 

t平ak'ko・i !oki jo:lsm mada orano o!oto 

・imo:to!asgimo hora n時eba jamakara mOI]ko 

kliirliidot 'te 

58 ma: soreka ulada tc;ak 'koi!o]Sirii mniisa ha:irlii!olSi 
lii:niino kaniisama tat寸tekerete so:jlii: arene:na: 

59 taftekere te lldalldallda sore hore 'iI]a:ijono no 

o!onade kanI]aerarene: jap寸pafisono so:jlii: areI]a 

arliindabese ne 

60 ne ma: sitsliire:rii atarliitoka ne: no s許可taftara

ka凶 samazanoe c;omben ka恥rliikeba'fte no 

so:jlii: sono ma Imano ko!obade Ieba 

na:nt伺i:nda1$ane

61 ciitoficiitofiura ulada ili凶甘ojap寸pariano jo1$e 

liiniisa ha:it守tatamesi ne:no 

62 ta:iI]emo争時tafi印刷iNgoriin s!t~ne 

63 ma ma"dii na:尚arliiriimoniin 'nadana 

64可ar凶1$otosliirliiriimo jap 'pa niin 'na sa: 
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